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	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２９年度
	幼・保・小・中・高・特
	２２２５


国際理解教育講座（海外派遣）
～JICA海外研修の活用講座・ワークショップを通じて

国際理解教育力を高めよう～

１　ねらい
　　ＪＩＣＡ（国際協力機構）が実施する海外派遣の参加者の報告，帰国後の実践例の紹介とともに，広い視野で異文化を理解し，多文化共生社会における態度や能力を育成するワークショップ等で，指導力を高める。
２　対象及び定員　
　地域や学校の国際化をふまえ，教科や総合的な学習の時間等
の諸活動を工夫し，国際理解教育の充実を図りたいと考えている教員（講師を含む）。（定員２０人）
３　期　日　　　　８月２５日（金）
４　会　場　　　　総合教育センター　第２棟２階　第２研修室
　　　　　　　　　〒500－8384　岐阜市薮田南５－９－１
５　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	8/25
（金）
	９：３０
９：３５５
	【オリエンテーション】
・挨拶，講座の目的，趣旨，日程説明等


	講座担当者



	
	９：３５

９：４０

	　JICA中部　挨拶
　現職教員特別参加制度の紹介
	JICA中部
市民参加協力課

倉坪久美 氏



	
	９：４０
１０：２５
	【講義Ⅰ】「JICAボランティア現職教員特別参加制度の活用方法」～青年海外協力隊経験～


	郡上高等学校

中間優希教諭

	
	１０：２５
１０：３５

	【質疑応答】


	

	
	１０：４５

１１：４５
	【パネルトーク】

多文化共生社会と学校について
	コーディネーター講座担当者
パネリスト

中間優希教諭

吉田麻里子教諭
倉坪久美 氏

	
	１１：４５

１２：００
	「JICA中部国際教育支援メニューの紹介

「国際協力出前講座」「地球ひろば」「教材の提供」「教師海外研修」について
	JICA岐阜県国際協力推進委員



	
	１２：００
１３：００
	昼　食
	

	
	１３：００

１５：４５
	【演習】「国際理解教育ワークショップ」

演習では「国際理解」を題材として参加型手法を用いたワークショップを行い，世界だけでなく身近な社会，自己や他者への理解を深める方法を紹介する。また，この演習で紹介する参加型学習の手法は，国際教育だけでなく，広くさまざまな教科で応用が可能である。
	関市立下有知中学校
吉田麻里子教諭



	
	１５：４５

１６：００
	【研修のまとめ】アンケート記入等
	講座担当者




□備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修講座に申し込む」→「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・総合教育センターの研修者用駐車台数は限られています。公共交通機関の利用にご協力願います。

・利用可能日を確認の上，臨時駐車場の利用に御協力願います。

・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の場合は，下記へ連絡してください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）

平成２８年度受講者の声








・実際に海外研修された先生の報告や学校での実践例を具体的に知ることができ刺激を受けた。


・実践につなげやすい参加型の内容で，授業への活用方法が学べた。


・様々な校種の先生と交流ができ，知見を広めることができた。








